
    

あしりべつ桜並木通り（旧国道36号） 

を歩く桜ウォーキング・花見会 

▲あしりべつ桜並木通り 
の花壇 

  

 

になると、こいのぼりが掲げられ、ヤマメの稚魚の放流や、河川敷の一斉清掃、花植えといった活動が始まります。 

は、北野ふれあい夏祭りがにぎわいをみせ、あしりべつ川体験塾では子どもたちが 

あしりべつ川周辺の季節の風景と、川を大切にする地域の方々のまちづくり活動を紹介します。 

「あしりべつ川す。 

厚別川は、札幌市を流れる一級河川で、長さ41.7 ㎞の豊平川最大支流です。 

清田の周辺が昔「アシリベツ」と呼ばれていたことから、地域では「あしりべつ川」と呼ばれ親しまれ 

河川敷では、自然を生かして整備された緑地があり、散策やパークゴルフを楽しめます。 
ています。 

「あしりべつ川」は、「清田区のシンボル※」の１つであり、未来へ引き継ぐべき「清田ふるさと遺産※」 
の１つです。 

※清田区では、清田区誕生 10 周年を記念して、平成 19 年に３つの「清田区のシンボル」（白旗山、あしりべつ川、平岡梅林）を決定し、また、未来へ引き継ぐべき１２の「清田ふるさと遺産」（白旗山、あしりべつ川、あしりべつ川郷土館、厚別神社、 

あしりべつ川を区民の憩いの場と 

するために、連携を進めています。 

きよたまちづくり区民会議では、 

きよたまちづくり区民会議 

（事務局：清田区市民部地域振興課） 
℡011-889-2024 

平成 26 年５月 

も、地域の方による  
行われています。 

 平岡公園、平岡樹芸センター、有明の滝、清田南公園、北野たかくら緑地、旧道沿いの原風景、住宅街に残る原風景、清田の水を生かした食品産業）を決定しています。 

清掃や美化活動が 

川沿いの桜風景 パークゴルフコースがオープン 

▲こいのぼりの掲揚（清田橋付近） 

NPO法人あしりべつ川の会 
▲ヤマメの稚魚放流 

北野地区町内会連合会 
（北野地区青少年育成委員会） 

（北野ふれあい橋付近） 

・NPO法人あしりべつ川の会 
草刈り・清掃美化活動 

・北野地区町内会連合会  
・周辺単位町内会 
・清田区災害防止協力会 など 

▲あしりべつ川体験塾 
・清田区地域振興課（清田橋付近） 
・協力：NPO法人あしりべつ川の会、 

札幌国際大学、札幌市子ども会 
育成連合会清田区支部 など 

▼北野ふれあい夏祭り 
（北野ふれあい橋左岸） 

 

地域の方の活動が、 
きれいな川を支えて 
いるんだね！ 

自然とふれあいます。 

清田地区住みよい 
安心安全なまちづ 
くり協議会 
（清田緑地周辺） 

▼川沿いのラベンダー 
風景 

厚別神社 秋の風景 


